


































第 1章 ドイツ デュアル ･システムの概要とその社会文化的背景
第 1節 社会経済システムにおける職業教育の位置づけ
第 1項 歴史的背景 Ⅰ(13世紀～19世紀;手工業とツンフトを中心に)
第2項 歴史的背景Ⅱ(20世紀;デュアル ･システム成立から現代まで)
第2節 学校から職業へ ー デュアル ･システムの現在一
以上､前編 (Ⅰ) 以下､後編 (Ⅱ)
第 2章 デュアル ･システムの枠組み 一 職業教育訓練における産 ･官 ･学の役割 一




































































































































































































































































業的地位は一般に著 しく不安定である (その歴史的経緯については､第 2項参照)｡また､一部､最新技術が職種
として未認定の場合に ｢不専門労働者｣という用語を用いることがあるが､これについては､第 3章で後述する｡
13 養成訓練中､訓練生は企業で実務訓練をするので､多くは労働協約で定められた額の賃金が支払われる｡金額は職





































































































































第 2節 学校から職業へ - デュアル ･シス
テムの現在 -




















































































18 ツンフ ト (Zunft;同業組合- (英)Guild;ギル ド)において､徒弟 (Lehrlinge)､職人 (Gesele)､親方 (Meister)
といった古いつながりを残す手工業分野では､職業資格がないと職人の立場で働くことができない｡商工業分野で
も労働者 として働いている人たちの大半が職業資格をもって働いている｡





3章 第 1節 大企業における教育訓練に登場する自動車工業の金型部門のマイスターは､30年に及ぶ経験を経る
中でマイスター資格を取得している｡






















































































































枠組みのもた らす技術 と技能に係 る競争力を残
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